


any（エニー）とは、ラテン語の「新芸術（=ars nova）」と「山口（yamaguchi）」の頭文字を組み合わせた言葉です。
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今年、生誕 120周年を迎える、詩人・草野心平。中原中也と心平は3年という短い交友期間ながら、

お互いの詩を高く評価し合う、良き理解者でもありました。この夏、いわき市立草野心平記念文学館の

全面協力のもと、中原中也記念館にて特別企画展「草野心平と中原中也」を開催。

同時代の詩人との交流は少なかったという中也ですが、

そんな中でも同じ詩人として厚い信頼を寄せていた草野心平とはどんな人物だったのか? 

企画担当者の原明子さんへのインタビューを通して、知れば知るほどに魅力深まる草野心平の全貌へと迫ります。

草野心平　KUSANO Shimpei
1903年（明治36年）、福島県生まれ。詩人。
中国の嶺

れい

南
なん

大学に留学し、詩作を始める。
28年（昭和3年）、第一詩集『第百階級』を
出版。35年（昭和10年）、中也らと同人雑
誌『歴程』を創刊。貧困の中、新聞記者、焼
鳥屋などで生活の糧を得ながら、詩や書画
など多彩な創作活動を続ける。85年間の生
涯で1,400篇余の詩を残す。

p. 3～7の草野心平肖像写真ならびに草野心平関連資料の写真について、
特に記載のないものは、いわき市立草野心平記念文学館より提供

草野心平（1977年）
photo: 小林正昭
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人雑誌『銅
ど

鑼
ら

』を創刊します。どちらもガ
リ版印刷によって手作りされました。昭
和3年、全篇通して「蛙」が題材となって
いる詩集『第百階級』を発行します。この
詩集が実質的には心平にとっての第一詩
集と言われ、初めての活版印刷での出版
でした。詩の言葉も独特で、蛙が冬眠し
ている様子を黒丸一つで表した「冬眠」、
「るるるるるる……」と「る」一行だけ書か
れた「生殖Ⅰ」、蛙の鳴き声のオノマトペ

◎印刷にこだわりすぎてお金が尽きたのは何だか中也らしくておもしろかったです。 （テーマ展示「詩集『山羊の歌』」より）
◎おばあちゃんの優しいキャラが好きになりました。 （「トッケビ─鬼ヶ島と呼ばれた島─」より）
◎遊びを作るのが一番楽しい遊び‼  （「第7回 未来の山口の運動会」より）

◎小遊三さん、たい平さん、さすが日本の落語会の代表の方ですね。笑いの絶えない時間でした。 （「特撰落語名人会 三遊亭小遊三・林家たい平 二人会」より）

（擬音語・擬態語）だけで構成された詩な
ど、従来の詩の枠には収まらない斬新な
表現がたくさん出てきます。
戦時中は、中国に留学していた経験から、
中国政府の宣伝部顧問として中国に渡
り、そのまま終戦を迎えます。命からがら
帰国し、戦後は貸本屋、居酒屋、バーを経
営するなど色々な仕事を転々としながら
詩を書き、一方では文学賞の選考委員、
高村光太郎や宮沢賢治など様々な詩人
の顕彰活動を行ったり、研究書を出版し
たりしていて、活動の幅も人間関係の幅
も広いです。まさにバイタリティの塊のよ
うな人。詩も、「蛙」以外に「富士山」や
「天」、「宇宙」など様々なモチーフで壮大
なスケールの詩をたくさん残しています。
85歳で亡くなるまでに発行した詩集はな
んと40冊以上。1,400篇を超える詩を世
に送り出しました。

従来の詩の枠には 
収まらない斬新な表現

まずは特別企画展でとりあげる詩人・草

野心平について教えてください。

草野心平は、明治36年に福島県石
いわ

城
き

郡
上小川村（現・いわき市小川町）で生ま
れ、家庭の事情により、祖父母に育てら
れました。中原中也より4歳年上です。
13歳の時に母、兄、姉を相次いで結核で
亡くしています。中学時代はまだ詩は
作っておらず、美術部に所属したりス
ポーツをするなど活発な少年時代を
送っていました。大正8年に磐

いわ

城
き

中学校
を中退した心平は、翌年に上京し慶應義
塾普通部に編入します。しかし、家族と
の軋轢もあって日本を飛び出して、唯一
の日本人として中国の嶺

れい

南
なん

大学で学び
ます。留学先に持参していた、結核で亡
くなった兄・民平の遺品のノートに綴っ
てあった詩や短歌に刺激を受けた心平
は、ここで詩作に目覚めます。同級生か
ら「機

マシンガン

関銃」と呼ばれるほど、たくさんの
詩を書いていたそうです。
嶺南大学在学中の大正12年に、亡き兄・
民平の遺稿と自作の詩を合わせた合同
詩集『廃園の喇

ら っ ぱ

叭』を刊行、大正14年に
は宮沢賢治も同人として参加していた同

心平と中也を繋いだ朗読

中也とはどのようにして出会ったので

しょうか?

昭和9年、同人雑誌『歴程』の発行前に開
催された朗読会で心平と中也は出会い
ます。その朗読会で、中也が「サーカス」
を朗読するのを耳にした心平は、「それは
中原調とでも言うべきものであって斬

（ざんき）

鬼
新鮮であった。そのような朗読を私は聞
いたことがなかった。ハスキーな低音で、
しかも胸に沁みこむようなさびしさとキ
リモミのような痛烈さがあった」という感
想を残しています。心平はすっかり中也
の朗読と人柄に魅了され、その後、交流
が始まります。同年、中也が第一詩集『山
羊の歌』を発行するにあたって高村光太
郎に装幀を依頼するのですが、その仲介
をしたのが心平でした。
昭和10年に、心平たちが発行した同人
誌『歴程』の同人になった中也ですが、日
記には「夜、イヤイヤ乍

（なが）

ら「歴程」の会に
行く」とあまり乗り気でない様子が垣間
見えたり、「歴程へ感想の原稿を追送。草
野より電話にて、原稿足らぬ由、大急ぎ
の原稿」と急な原稿を頼まれた様子も見
えます。『歴程』は途中で何度も中断する
のですが、そのたびに復刊するので、創同人雑誌『銅鑼』

創刊号～第16号［中原中也記念館蔵］

◎「それ、いいね! やってみよう!」という雰囲気がよかった!  （「第7回 未来の山口の運動会」より）

◎アレグロと、元気な曲が好きでした。 （「ストラディヴァリウス・サミット・コンサート2023」より）

◎他国の戦争が世界の食料に影響を与えることを改めて思い知らされた。 （「The Flavour of Power」展より）

◎トッケビが見える大人になりたい。 （「トッケビ─鬼ヶ島と呼ばれた島─」より）

刊号が3回も出ています（笑）。そういった
事情で心平も必死で原稿を頼んでいる
のでしょうが、さすがの中也もまいって
いたようですね。それでも、中也は律儀に
毎号寄稿していますし、打ち合わせにも
参加しています。

このあたりは心平のバイタリティに引き

込まれたのが大きいのでしょうね。

もちろんそれもあるでしょうが、やはり詩
人として心平を信頼していたのが大きい
と思います。当時中也はようやく第一詩
集『山羊の歌』を出したばかりの新進の
詩人。一部の文学仲間の間で知られてい
た程度でした。その中也を心平は『歴程』
の同人に勧誘しただけではなく、朗読会
やラジオなどで中也の詩を朗読するな
ど、中也の紹介につとめました。

草野心平著『第百階級』

草野心平原稿「青大将に突撃する頭の中の喚声」

草野心平原稿「號外」草野心平原稿「生殖Ⅰ」 草野心平原稿「ぐりまの死」
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同人雑誌『歴程』創刊号（通巻第1号）
［中原中也記念館蔵］

草野心平原稿「冬眠」

企画を担当する原 明子さん　photo: 谷 康弘
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中也という詩人の持つ 
生身の言葉と 
全身で向き合ってきた

今回の特別展では二人の関係性が垣間見

えるような資料も見ることができますか?

中也が亡くなった際、心平が中也を追悼
して書いた詩「空間」の、心平直筆の書を
展示します。短い言葉の中から中也を
喪った深い悲しみが感じられ、心平に
とって中也という存在がいかに大きかっ
たかをうかがうことができます。

また、心平は雑誌『文学界』の追悼文で
「中原中也が死んだことは割引して掌に
のせて考えてもどう考えても腹立たしい。
（略）この世のどこにももういないと思う
と、あのやるせないうつろな声もこれから
先きはきけないことにきまったのだと思う
と、むしょうに腹がたってしまう」という
文章を寄せています。心平は、「彼の人間
と彼の詩と彼のよみ方とはどうしても切
り放すことが出来ない。そのようなところ
から彼の詩は生れた」とも言っています。
人間同士としてつきあい、また文字だけ
ではなく、朗読などを通して中也という詩
人の持つ生身の言葉と全身で向き合って

◎さすがの演奏でため息が出ました。アンサンブルってこういうことなんですね。 （「ストラディヴァリウス・サミット・コンサート2023」より）

◎自国の主食である米について戦争に関わる社会問題とのつながりは考えたことがなかった。 （「The Flavour of Power」展より）

◎震災がなければ長谷川泰子氏との出会いはなかったのですね…。 （企画展「中原中也と関東大震災」より）
◎次回も来てください。笑うと長生きできるのでよろしく。 （「特撰落語名人会 三遊亭小遊三・林家たい平 二人会」より）

【蛙の詩人】　草野心平は、生涯を通して「蛙」をテーマに詩作をしたため、「蛙の詩人」と呼ばれるようになる。「蛙」がモチーフの詩だけを集めた心平の詩集『第百階級』を
発表した昭和初期は、労働者の階級意識が高まっていた時代である。ただ単に蛙が好きだったのではなく、心平にとって「蛙」は、弱者的立場にある労働者の象徴でもあった。

わかる！
キーワード

きた心平の心情がひしひしと浮かび上
がってきます。その姿を追いかけるよう
に、心平は折に触れて、エッセイなどで中
也のことを回想しています。たくさん残っ
ている資料から二人の親密な関係をしっ
かりお見せできたらと思っています。

心平がいかに型破り 
だったかを感じてほしい

他にはどのような資料を見ることができ

るのでしょうか?

心平の第一詩集『第百階級』の原稿が
残っているので、いわき市立草野心平記
念文学館からお借りして展示します。今ま
での詩の概念を壊すような、心平の感性
を感じることができる大変おもしろい原稿
です。心平がいかに型破りだったのか、多
くの方に感じてもらえれば。

二人は相通じるところ

があったのでしょうか?

『歴程』の朗読会のエピソードにもあった
ように、心平も中也も詩を書くだけではな
く、表現の一つとして朗読を重視してい
ましたし、当時は無名だった宮沢賢治の
詩を高く評価しています。また、心平が詩
集『母

ぼ

岩
がん

』を発行した際の書評で「草野
君の感覚を僕は好きだ。そのピントは実
に正確だ。つまり彼は詩人として第一に
大事な点に於ては決してころがりつこな
いのだ」と心平を絶賛しています。中也が
これだけ褒めている詩人は珍しい。中也
は詩人との親交はあまりなく、深い交友
関係にあった文学者は文芸評論家や小
説家が中心でした。同時代の詩人で、中
也の本質を見抜き、最も理解していたの
が心平だと思います。2人の交流は、昭和
9年から中也が亡くなる昭和12年までの
約3年間でしたが、詩人としていかにお
互いの感覚を信頼し、理解し合い、評価
していたかがよく分かります。

作品そのものに共通点は

ありましたか?

一概には言えませんが、
実際に心平と中也の詩を
比較すると、かなり違った
印象を受けますね。たとえ

ば、心平は「蛙の詩人」といわれるほどた
くさん蛙の詩を書いています。心平の蛙
は人間のように感情をもち、その内面が
詳しく描かれているものもあります。人間
の視点から蛙の姿を見るのではなく、む
しろ蛙の視点に立って人間を見つめてい
るのかもしれません。まるで心平自身が
蛙になりきっているような感覚です。
一方、中也の詩の蛙は心平のように蛙そ
のものに焦点が当てられるのではなく、
何かを象徴するものとして登場してきま
す。あくまで人間の私が音としての蛙の
鳴き声を聴いて、ものを思うといった詩
が多いように思われます。人間としての
「私」という意識を無にして「蛙」になり
きる心平に対して、あくまで「私」という
認識は揺るがない中也。共通する感性を
もちながら言葉の表現の仕方が違う。だ
からこそお互いに補い合い、刺激し合
い、分かり合えるところがあったのだと
思います。

心平はたくさんの絵や書も書いていま
す。絵や書がどのように詩と接近していく
のかも感じていただきたいです。また、遺
品の地球儀や直筆の表札、ペン入れ等も
展示します。
心平の肉声で読まれた朗読も多く残って
いるので、それも展示の中で聴いていただ
き、耳からも楽しんでいただけたらと思っ
ています。これ以外にも、詩における死生
観や天と空についてお互いが持つイメー
ジを比較したいと思っています。

関連イベントも予定されているそうですね。

はい。8月19日に山口市在住の詩人・桑
くわ

原
はら

滝
たき

弥
や

氏をお迎えして、朗読とトークのイベ
ントを開催します（本誌p.11参照）。資料展示
だけでは表現できない心平と中也の詩の
世界観を、生身の肉体と声を通して感じ
ていただきたいです。9月10日には蛙に
詳しい田

た

原
はら

義
よし

寛
ひろ

氏を講師として、実際の
蛙を見ていくことで、心平の詩を読み解
いてみようというセミナーを中原中也の
会主催で行います。心平が生きていた時
代と比較すると、蛙の種類が激減してい
て、色んな種類の蛙の鳴き声も聞けなく
なっているそうです。そんな中で詩はどう
なっていくのか考えてみたいと思います。

特別企画展

「草野心平と中原中也」
2023年7月27日（木）～10月1日（日）　
会場：中原中也記念館
［入館料］　（　）内は20人以上の団体料金
一般 330円（275円）／大学生 220円（165円）
70歳以上・18歳以下無料

P R E S E N T
特別企画展「草野心平と中原中
也」のパンフレットおよび詩集を
プレゼントします。

【申込方法】 ご希望の方は、下記のプレゼント番号を
明記の上、住所・氏名・年齢・電話番号・e-mail等の
連絡先、今号の「any」の感想をご記入の上、7月31日
（月）までにハガキ（当日消印有効）・FAX・e-mailでご
応募ください。

●A  特別企画展
　 「草野心平と中原中也」
 パンフレット（3名）

●B  草野心平著 『草野心平詩集』 
　　［ハルキ文庫］（1名）

【あて先】 〒753-0075  山口市中園町7-7

（公財）山口市文化振興財団
「any vol.124 特集プレゼント」係
FAX：083-901-2216　e-mail：any@ycfcp.or.jp
※当選の発表は、発送をもってかえさせていただきます。
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草野心平著『母岩』

草野心平（帯都日日新聞社時代）

中原中也 18歳

CHUYA
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◎学校のみんなでスポーツを作って遊んでみたい!  （「第7回 未来の山口の運動会」より）

◎川と彼岸と此岸とのつながりについて知らなかったので興味深かった。 （企画展「中也、この一篇─「一つのメルヘン」より）
◎空気に溶け込んでいくような優しい音色だが、一音一音しっかりと響いてくる。 （「ストラディヴァリウス・サミット・コンサート2023」より）

◎初めて聞く神田京子さんの講談もおもしろく惹き込まれました。 （「特撰落語名人会 三遊亭小遊三・林家たい平 二人会」より）

◎ことばがつうじなくても仲良くなれるって最高ですね!  （「トッケビ─鬼ヶ島と呼ばれた島─」より）
◎年を重ねるごとに同じ物を見ても感じ方が変わるんだと思います。 （テーマ展示「詩集『山羊の歌』」より）
◎シンプルなルールでどこまで熱中させることができるかというのが大事な気がしました。 （「第7回 未来の山口の運動会」より）

◎5年ぶり、演奏者の喜びが伝わりました。 （「ストラディヴァリウス・サミット・コンサート2023」より）

バクダパン・フード・スタディ・グループ
Bakudapan Food Study Group

8名の女性で構成される、食について語り合うアーティスト集団。
バクダパンという名前は、マナド語（インドネシア北スラウェシ州の
地方語のひとつ）で「会う」という意味の「バクダパ」と、ぶらぶら
するときに出されるおやつのようなものを指す「クダパン」からヒン
トを得た造語。展覧会やパフォーマンスから、ガーデニングや料
理まで多岐にわたる「食」に関するプロジェクトを展開している。

夏のお待ちかね ! 
星空上映会にみんな集合♪

毎年、多くの方にお越しいただいている星空

上映会。みなさんの「いつも楽しみにしていま

す! 」の声にお応えして、今年は4日間に拡

大して開催します。みんなが楽しめるエンター

テイメント作品はもちろん、見ごたえ抜群の演

劇の映像化作品まで、選りすぐりのラインナッ

プでご来場をお待ちしています。星空の下で

特別なひとときをお過ごしください。

デジタル画像で見る 
中原中也の自筆資料
「朝の歌」「冬の長門峡」他の原稿や創作

バクダパン・フード・
スタディ・グループ
（アーティスト集団）

山口での最後の時間は
温泉に浸かって過ごしました。

YCAMで3～6月にかけて行われた展覧会「The Flavour of Power」では、インドネシアを拠点に
活動するアーティスト集団、バクダパン・フード・スタディ・グループが「食」にまつわる調査を行い、その
成果を、映像インスタレーションやカードゲーム、資料展示として発表しました。さて、山口の地をバク
ダパンのみなさんはどのように楽しんだのでしょう?

YCAMを初めて訪れたとき、山のような形を

したユニークな建築物に驚いたことが印象

に残っています。リサーチや制作の過程では

YCAMスタッフのプロフェッショナルな仕事ぶ

りに、いつも助けられました。おかげで、日本の

文脈を作品に組み込むことが、とてもスムー

ズに違和感なく行えました。また、YCAMには

アーティストの作品制作をサポートする環境が

充実していることにも驚かされました。山口は

小さな町ですが素敵な場所。英語を話せなく

ても、地元の人たちはいつもフレンドリーに話

しかけてくれたり、「コンニチハ」とあいさつを

返してくれます。商店街の端にお気に入り

のお店があり、私たちは“オバちゃんショップ”

と名付けよく通いました。そのお店では、ユ

ニークな中古品が売られていて、宝物を見

つけたような気分で、自分用やお土産を探し

ました。そこでお茶を飲んで過ごすのも好き

でした。また、寿司、ラーメン、焼肉、日本酒

など、超オイシイものを堪能。山口での最後

の時間は温泉に浸かって過ごしました。素

晴らしい旅でした。

都会を走る移動図書館「本バスめぐりん」。乗り込むのは60代後半の新人運転手テルさんと20代後半
の図書館司書のウメちゃん。返却本に挟まれた忘れ物や秘密を抱えた常連の利用者たち…。巡回先で
ふたりを待ち受けるのはいくつもの不思議な謎?! 慣れない仕事に戸惑いながらも日々成長していく元SE

のテルさん、元気でしっかり者体育会系のウメちゃん、年の差40凸凹コンビの心温まるお話です。日常生
活のちょっとしたことが題材で感情移入しやすい明るいミステリー作品になっています。山口市立中央図
書館では移動図書館「ぶっくん」が市内各地のサービスステーションを巡回しています。「移動図書館」
が気になったら、ちょっとのぞいてみませんか? 不思議な謎はありませんが…。

國森淳子（山口市立中央図書館　職員）

『本バスめぐりん。』
大崎 梢 著
2016年／東京創元社

ノート、日記、書簡など、中原中也記念館に

収蔵されている中也の自筆資料502点のデ

ジタル画像をインターネット上で見ることがで

きるようになりました。画像を公開しているの

は国文学研究資料館の「近代書誌・近代画

像データベース」で、中原中也記念館公式

ウェブサイトの収蔵資料データベースからリン

クを通じて同じ画像がご覧いただけます。QR

コードからアクセスして、中也の生き生きとし

た筆跡をたどってみてください。
昨年の開催の様子　photo:谷 康弘

「SING／シング：ネクストステージ」
©2020 Universal Studios. All Rights Reserved.

国文学研究資料館 「近代書誌・近代画像データベース」
https://base1.nijl.ac.jp/~kindai/

中原中也記念館
「収蔵資料データベース」
https://jmapps.ne.jp/chuyakan/

photo: Dannyswara Gobi

【あらすじ】 台北の予備校生シャオカンは将来の目標を定められず、親に黙って予備校を中退してしまう。一方不良
のアザーは、親友アビンと公衆電話や自販機から硬貨を盗んだり、兄の彼女でもある美少女アクイと遊んだり、無
軌道に青春を謳歌していた。経済成長でバブルに浮かれる台北の街で生きる若者を中心に、彼らの背後にある
漠然とした不安感や孤独感、親の世代との例えようもない確執を見事に描いた、ツァイ・ミンリャン監督デビュー作。

 「青春神話」
（1992年／台湾／106分／カラー）
［監督］ツァイ・ミンリャン

匠のデビュー作は、色褪せない“憧れ”の青春

でした。その他、特集上映では劇場初公開、

上映権利が制限されている作品の貴重な上

映もあります。現在、台湾では80～90年代

作品の上映権利が国外に持ち出されにくく

なっていると聞きます。映画を通じて台湾の

歴史と日台関係をじっくり読み解くこの機会

をお観逃しなく。

前原美織（YCAMシネマスタッフ）

お先に試写しました、と言いつつ、ご紹介す

るのは1995年に日本公開された台湾映画

です。7月19日より始まる「台Y祭」関連上

映の20本中の1本となります。台湾第2次

ニューウェーブと呼ばれたツァイ・ミンリャン監

督は、「愛情萬歳」「河」と続けて作品を発表

し、それが高い評価を受け、今や巨匠と呼ば

れています。

舞台はバブルに浮かれる首都・台北。鬱屈し

た青春を持て余す若者たちをリアルに描きま

す。台湾の湿度の高い空気をまとい、ぬるく

て甘いスイカを食べている感覚を一気に味わ

いました。不安で不完全で刹那的、だけど希

望は失いたくない…。久々に見直したこの巨

2023年7月19日（水）～8月6日（日）
※上映開始時間等はお問い合わせください。

会場：山口情報芸術センター　スタジオC
［料金］一般 1,300円
　　   any会員・25歳以下・特別割引 1,000円

©Ill-gotten Party Assets Settlement Committee

アーティストから聞いたこぼれ話、
映画や本の情報など、
旬のお便りを詰め込んで、
あなたのもとへお届けします。

アルバム『盤/ Pán』収録

キャンプで星空を見上げながら 
聴きたい曲
落差草原WWWWは台湾の5人組エクスペリメ
ンタルバンド（WWWWは音の波形を象徴しており
発音はしない）。大自然や土地の物語からインスピ
レーションを得て詩や民謡、ファンタジーなどの要素
を組み合わせた音楽を制作する、台湾では珍しい
実験的なフォークバンド。時にサイケデリックであり、
時に民謡などに変容する音楽は、心を踊らせまた落
ち着かせてもくれる。夜空に浮かぶ星を眺めている
と、そのスケールの大きさに触れ、宇宙の広大さや
時の流れなどを考えがちになるけれど、そんなチルし
たい時に聴いておきたい音楽。

中上淳二（YCAM音響スタッフ）

落
　 プ レ イ リ ー 　

差草原WWWW

「新中心」

真夏の夜の星空上映会2023
2023年8月10日（木）～13日（日）
会場：中央公園（山口情報芸術センター前）
［上映作品］12・13日は日本語吹き替え版

10日（木）　「こちらあみ子」
11日（金・祝）　維新派「アマハラ」
12日（土）　「SING／シング：ネクストステージ」
13日（日）　 「ジュラシック・ワールド／新たな

る支配者」
［料金］無料 ※12歳以下は要保護者同伴

“EO（イーオー）”という名前のロバが主人公の物
語が、ワイカムシネマで上映されます（8月予定）。
動物と自然への愛についてメッセージを込めたと語
るイエジー・スコリモフスキ監督の最新映画。サー
カス団の心優しい女性カサンドラのもとで幸せに暮
らしていたEOは、サーカス団から離れることを余儀
なくされ、ポーランドからイタリアへと放浪の旅に出
ることに。善悪様々な人 と々の出会いの中で、EO

が見る世界とは…。今後、ロバと社会を見る目が
変わる!? そんな作品です。さらに、このロバ愛溢れ
るパンフレットを読めば、あなたもロバの虜に!!　

『EO イーオー』
パンフレット

（2022年／イタリア／監督：イエジー・スコリモフスキ）
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◎1つの作品に対して様々な視点から学びを得られました。 （企画展「中也、この一篇─「一つのメルヘン」より）
◎たい平さんに“笑点”以上の迫力を感じました。 （「特撰落語名人会 三遊亭小遊三・林家たい平 二人会」より）

◎非常に難解だと感じましたが、心のざわつきを感じました。 （「The Flavour of Power」展より）

◎人形と人間の2つのいいところがあわさった、愛しさを感じました。 （「トッケビ─鬼ヶ島と呼ばれた島─」より）
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